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けてこのイベントを行っています。3 人 1 組のチームが湖をカヌーで渡り、渡ったら今度
は自転車で周辺の里山を 10km くらい走り、さらに自転車を降りてオリエンテーリングをし
て、また自転車で周辺を走って 1 日目を終える。2 日目は場所を移動しながらまた泳いだ
り走ったりします。2001 年から始めたこのイベントの参加者数やリピート率などを調べて




































の参加店は約 10 店舗で、しばらくは 10 店舗、15 店舗、20 店舗あたりをうろうろしていた












－ 6 － 
足をアースデイマネーに据えてみたらどうかと思い、他のメンバーもアースデイマネーに
少し軸足を据えてみようと考えるようになりました。それがちょうど重なったのが 2005






































































































































































































































































アースデイというのは、4 月 22 日が世界的に「アースデイ（地球の日）」といわれていま












－ 15 － 
実費が出せるか出せないかくらいのレベルです。ですが、これを続けていくことでいろい
ろなネットワークが広がっていくし、新しいことが始めやすくなるような土壌が作られる。

























































































































－ 19 － 
がきちんとできる人がいて、あとはイベントの宣伝ノウハウをもっていたり、特定の分野
では名の通った人がいたりします。それが役割分担しながらうまくまとまっています。 
参加者①：私のところは代表が女性で、よく使う言葉が「甘える」という言葉です。とに
かく周りの人に甘えることで、お互いの力を持ち出しながら上手に役割分担というか協力
関係を築いています。女性の方が甘え上手なので、代表は女性にやってもらい、周りには
アイディアを出す人やお金の計算をする人間がいます。ＮＰＯができて 6年ですが、とに
かく支出を抑えて、収入 0円でもやっていけるような体制で活動しています。イベントで
リユース食器を使うときも、岡山のベネッセの会長からポケットマネーで星崎さんの食器
洗浄機を貸してもらっています。普段は洗浄機を置く場所がないので星崎さんのショー
ルームに置かせてもらって、イベントなどで使用中は「いま出張中です」という看板を
ショールームに立ててもらう。それで星崎さんには「環境活動を応援しています」という
アピールをすることができるし、僕達は洗浄機の賃貸料も倉庫代も払わなくていい。これ
も、地域の企業との役割分担のような関係になると思います。 
 
４．閉会の挨拶 
 
神原：そろそろ時間になりましたが、今日はソーシャル・ビジネスやティッピング・ポイ
ントに関していろいろな議論ができたと思います。参加して下さった皆様方、本当にあり
がとうございました。最後にパネリストの方々にお礼の拍手をお願いいたします。 
それでは、これにてシンポジウムを終わらせて頂きます。ありがとうございました。 
